
令和２年度 鳥取沿岸土砂管理連絡調整会議（中部地区） 次第 

 

 

日 時  令和３年２月３日（水） 午前１０時～１１時３０分 

 

開催方法 オンライン会議  

 

 

 

次   第 

 

 

１ あいさつ 

 

 

２ 議 事 

 

（１） サンドリサイクル事業の効果検証及び課題抽出 

 

（２） 各管理者の土砂管理への取組 

・ 北条川放水路河口閉塞対策の検討状況（中部県土整備事務所計画調査課） 

 

・ 北条海岸の保安林について（中部総合事務所農林局林業振興課） 

 

（３） その他 
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令和元年度 鳥取沿岸土砂管理連絡調整会議（中部地区） 議事概要 

 

日 時：令和元年１１月２６日（火）午前１０時から１１時３０分   

場 所：中部総合事務所 Ｂ棟３階３０１会議室       

 

１ 議事 

（１）サンドリサイクル事業の効果検証及び課題抽出 

サンドリサイクル実施状況、評価分析、今後の方針を海岸毎に説明。 

[検討対象海岸：天神川右岸地区、天神川左岸地区、由良川左岸地区] 

 

＜主な意見等＞ 

意見）天神川左岸地区、新田場～国坂地区については、この度の台風１９号以降で侵食を受け

防風柵が倒れているなど被害で出ているところ。今後、定期的な汀線測量を実施するが、

不安定になっている状況である。 

質問）天神川右岸地区、長瀬の砂浜がかなり侵食されているのが気になる。ここ数年で消波ブ

ロックを投入していると聞いたが、どのような状況か 

    →近年はそのような実績はなかったが、昨年（平成３０年度）の冬季風浪により被災し

た護岸の災害復旧を進めているところで、それに合わせて護岸の前面に消波ブロック

も投入する 

 

（２）各管理者の土砂管理への取組 

■長寿命化計画策定に向けた検討（中部総合事務所県土整備局計画調査課） 

・「鳥取沿岸の総合的な土砂管理ガイドライン」によって、天神川流砂系の海岸線を維持するため

には、土砂供給量 1.7 万㎥/年が必要と示されている。 

・天神川左岸の汀線長期変化を航空写真により分析したところ、過去より顕著であった天神川河

口の侵食傾向が年々西側に伸びてきていることがわかる。 

・天神川左岸対象領域沿岸部の鉱物分析を行った結果、海岸域の鉱物組成は、天神川上流域の組

成と類似しており、対象領域の沿岸部は天神川河口から西向きの沿岸漂砂により輸送されたも

のと推測される。（由良川、北条川の上流域の底質とは異なる。） 

・砂浜についての長寿命化計画の策定にあたっては、直近５年の深浅測量結果を整理した結果を

もとに、「防護に必要な浜幅」25m と「利用面で必要な浜幅」40m を達しているかどうか、並び

に侵食・堆積傾向どちらにあるかを整理し、スパンごとに a～dの変状ランクを設定している。 

 

＜主な意見等＞ 

意見）一般的には、静穏度を確保しようとすると、どうしても土砂の堆積が発生し、浚渫で

対応せざるを得ない。ハード整備と維持管理費のバランスを見ながら実施していくの

がよいと思われる。 

 

■北条川放水路河口閉塞対策の検討（中部総合事務所県土整備局計画調査課） 

・北条川放水路では、暫定供用時（2008 年）から河口砂州が形成され、漂砂及び沿岸流の作用に

よって、河口閉塞が顕著な問題となっており、分水堰の倒伏前には閉塞土砂を撤去する必要が

あることから、人力等による土砂撤去の対応をとっているところであるが、マンパワーの不足

や通水の確実性の確保が求められるため、抜本的な河口閉塞対策を実施する必要がある。 

・北条川放水路と海域の流れ場を一体的に再現できるモデルをもとに効果的な方法の検討を実施



している。 

・分水堰倒伏時の水流でフラッシュ可能な砂州高は、浜川水路橋の桁下高にコントロールされ、

砂州高 T.P.+2.95m 以下に抑えなければならない。（実際は安全率等を考慮した管理が必要） 

・再現計算の結果、フラッシュ時に河口部にテラス状に張り出し堆積した土砂は、１日程度で河

口砂州として再形成される。ＣＣＴＶカメラで現地観測した結果も同様の作用をすることがわ

かっており、再現結果は妥当であると判断できる。 

・河口閉塞対策として有用な３つの手法（砂州高抑制、砂州開削、砂州フラッシュ）を導き出し、

これらを複合させることにより、最適な河口閉塞対策の実施が可能であると考えている。  

 

■北条川放水路河口閉塞対策に向けた『特殊エジェクター工法を用いた試験施工(第２回)』の実施 

（中部総合事務所県土整備局河川砂防課） 

・北条川放水路河口の人工開削として特殊エジェクターの試験施工を実施しており、今年度２回

目の試験施工を予定している。 

・２回目の試験施工では、砂州の規模・位置の変動に対応するため、可動式吸引口を設置する。  

 


